
思い出胸に、旅立ちの日
３月19日、村内５つの小学校で卒業式が
行われ、48人が６年間親しんだ学び舎

や

を
巣立ちました。真下享

ゆき

さんは山根小学校
ただ１人の卒業生。保護者、先生、在校生、
地域の方々に見守られ、堂々と小学校生
活最後の式に臨みました。
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村長所信表明演述

安
全
で
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

村
づ
く
り
の
た
め
に

　

第
１
回
村
議
会
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
、
役
場
本
会
議
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
会
初
日
に
岩
部
村
長
は
「
安
全
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
所
信
を
述
べ
、
平
成
22
年
度
の
村
づ
く
り
全
般
に
わ
た

る
基
本
的
な
考
え
と
主
な
施
策
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
村
長
の
所
信
表

明
演
述
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。（
２―

９
㌻
）

第
１
章　

総
合
発
展
計
画
・
行
革

第
２
章　

農
林
業
の
振
興

第
３
章　

商
工
業
の
振
興

第
４
章　

緊
急
経
済
対
策

第
５
章　

生
活
基
盤
整
備

第
６
章　

道
路
交
通
整
備

第
７
章　

住
宅
整
備
の
推
進

第
８
章　

福
祉
・
医
療
の
充
実

第
９
章　

環
境
衛
生

第
10
章　

教
育
の
充
実

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
22
年
第
１
回
九
戸
村

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
22
年
度
九

戸
村
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の

審
議
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
村

政
運
営
に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

８
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
衆
議
院
選
挙
の

結
果
、
政
権
が
交
代
し
、
新
政
権
は
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
の
方
針
の
下
、

新
年
度
予
算
は
、
公
共
事
業
予
算
を
18
・

２
％
削
減
す
る
と
同
時
に
、
社
会
保
障
費

を
５
・
８
％
、
文
教
科
学
費
を
５
・
２
％
増
額

し
、
地
方
交
付
税
も
１
兆
１
千
億
円
増
と
す

る
予
算
を
組
ん
だ
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

小
規
模
自
治
体
に
と
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら

は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

１
０
０
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
不
況
か
ら

脱
却
で
き
な
い
ま
ま
、「
円
高
」「
株
安
」「
デ

フ
レ
」
が
セ
ッ
ト
で
進
行
す
る
経
済
の
状
況

や
、
今
日
の
国
・
地
方
の
財
政
状
況
を
考
え

ま
す
と
、
将
来
的
に
楽
観
で
き
る
状
況
に
は

な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
業
は
、
野
菜
が
出
荷
額
で
前
年
度

を
上
回
っ
た
も
の
の
、
米
の
生
産
数
量
目
標

が
減
ら
さ
れ
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
は
出
荷

額
が
減
少
し
、
商
工
業
も
全
国
的
な
不
況
の

影
響
に
よ
り
、
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
議
会
に
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
補
正
予
算

の
緊
急
経
済
対
策
事
業
や
新
年
度
予
算
案

の
雇
用
対
策
事
業
、
当
村
独
自
の
農
業
・

医
療
・
福
祉
施
策
に
よ
り
ま
し
て
、「
安
全

で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
村

づ
く
り
」
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

以
下
項
目
に
従
い
、
所
信
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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村長所信表明演述

第
１
章　

総
合
発
展
計
画
・
行
革

新
・
九
戸
村
総
合
発
展
計
画
作
成

 

行
財
政
改
革
大
き
な
効
果
上
げ
る

　

第
１
は
、
総
合
発
展
計
画
の
実
践
と
行

財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
12
年
度
に
、
村
政
の
基
本
と
な
り

ま
す
「
九
戸
村
総
合
発
展
計
画
（
個
性
豊

か
な
九
戸
村
の
創
造
）」
を
策
定
し
、
平
成

17
年
度
に
は
、
18
年
度
か
ら
22
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
「
後
期
基
本
計
画
」
を
作

成
し
具
現
化
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

現
計
画
は
、
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
進
捗
状
況
を
検
証
し
、
議
会

を
は
じ
め
広
範
な
村
民
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
夢
と
希
望
の
あ
る
村
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
「
新
九
戸
村
総
合
発
展
計
画
」

を
作
成
し
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
村
道

や
下
水
道
整
備
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

「
い
わ
て
希
望
農
業
担
い
手
応
援
事
業
」
な

ど
の
農
業
振
興
を
は
じ
め
、
各
種
事
業
を

展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
当
村
で
は
平
成
17
年
２

月
に
「
九
戸
村
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
作
成
し
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行
政
経
費
の
徹

底
的
な
削
減
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
目
標
の
６
５
０
万

円
に
対
し
４
７
１
６
万
７
千
円
の
経
費

削
減
効
果
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
に
前
年

度
ま
で
の
、
効
果
額
を
加
え
ま
す
と
、

２
億
８
４
４
８
万
１
千
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

基
準
年
度
で
あ
り
ま
す
平
成
16
年

度
一
般
会
計
の
起
債
発
行
残
高
は

56
億
７
４
３
９
万
８
千
円
、
各
種
基
金

の
合
計
額
は
10
億
７
２
７
６
万
１
千
円

で
し
た
が
、
本
年
度
末
の
起
債
発
行
残

高
は
40
億
６
５
１
５
万
１
千
円
、
基

金
合
計
額
は
13
億
４
０
３
５
万
７
千

円
と
な
る
見
込
み
で
、
起
債
残
高
は

16
億
９
２
４
万
７
千
円
の
減
、
基
金
残
高

は
２
億
６
７
５
９
万
６
千
円
の
増
に
な
る

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
財
政
改
革
は
、
議
会

を
は
じ
め
村
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
に
終
わ
り
は

な
く
、
新
た
に
平
成
22
年
度
を
ス
タ
ー
ト

と
す
る
「
第
６
次
九
戸
村
行
財
政
改
革
大

綱
」
を
定
め
、
実
行
計
画
と
な
る
「
第
２

次
九
戸
村
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
２
章　

農
林
業
の
振
興

エ
コ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
米
生
産
拡
大

安
定
し
た
農
業
の
確
立
を
目
指
す

　

第
２
は
、
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
食
に
対
す
る
安
全
・
安
心
・
安

定
供
給
を
求
め
る
声
が
日
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
す

る
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
全
な
食
料
を
安
定
的
に
確
保
す

る
た
め
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
そ
の

基
盤
で
あ
る
農
村
の
振
興
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
や
混
住
化
が
進
み
、

農
業
生
産
活
動
の
停
滞
や
集
落
機
能
の
「
ま

と
ま
り
」
が
低
下
し
、
農
地
や
農
業
施
設

等
の
適
切
な
管
理
が
困
難
な
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
の
「
農
地･

水･

環
境

保
全
向
上
対
策
」
の
継
続
、
第
３
期
目
と

な
る「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
後
継
者
確
保
対
策
と
し
て
、
平
成

16
年
度
に
設
立
し
ま
し
た
農
業
生
産
法
人

「
株
式
会
社
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
」
を
支
援

し
な
が
ら
、
本
村
の
農
業
後
継
者
の
育
成
・

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
米
の
生
産
調
整
は
平
成
19
年
度

か
ら
農
業
者
及
び
農
業
者
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
、
米
の
需
給
調
整
を
行
う
シ
ス
テ

ム
に
移
行
さ
れ
、「
九
戸
村
水
田
農
業
推
進

協
議
会
」
を
設
立
し
、
米
の
生
産
調
整
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

県
か
ら
提
示
さ
れ
た
平
成
22
年
産
米
の

生
産
数
量
目
標
は
、
１
８
４
万
３
１
３
０
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㎏
で
、
面
積
に
換
算
し
ま
す
と
３
６
７
㌶

と
な
り
、
前
年
度
に
比
較
し
５
㌶
の
減
と

な
り
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
米
の
生
産
調
整
は
、
市
町

村
と
し
て
の
達
成
か
ら
、
基
本
的
に
は
個

人
と
し
て
の
達
成
に
ウ
エ
ー
ト
が
移
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
米
の
需
給
が
適
正
規

模
で
行
わ
れ
る
よ
う
、
村
と
し
て
も
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
生
産
数
量
目

標
内
で
の
作
付
け
と
な
る
よ
う
農
家
の
理

解
を
求
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
格
実
施
に
先
駆
け
て
、
新
年

度
か
ら
モ
デ
ル
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
戸
別

所
得
補
償
制
度
モ
デ
ル
対
策
に
つ
き
ま
し

て
も
、
水
田
農
家
の
不
安
や
混
乱
が
広
が

ら
な
い
よ
う
、
農
政
事
務
所
や
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
制
度
の
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、「
水
田
経
営
所
得
安
定

対
策
」
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
肥
料
と
農
薬
使
用
回

数
を
約
半
分
に
低
減
し
た
「
エ
コ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
米
」
の
生
産
に
取
り
組
み
、
安
全

安
心
な
農
産
物
と
し
て
の
需
要
は
多
く
、

県
の
生
産
団
地
指
定
を
受
け
た
、
も
ち
米

の｢

か
ぐ
や
も
ち｣

と
と
も
に
、
生
産
面

積
の
拡
大
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

野
菜
等
の
園
芸
振
興
に
つ
き
ま
し
て
、

昨
年
は
７
月
の
強
風
、
８
月
中
旬
以
降
の

低
温
と
日
照
不
足
、
10
月
の
台
風
18
号
な

ど
天
候
不
順
に
悩
ま
さ
れ
た
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

出
荷
量
は
、
前
年
比
88
％
と
落
ち
込
み

ま
し
た
が
、
出
荷
額
は
平
成
20
年
度
の
価

格
が
大
幅
に
下
落
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り

前
年
比
１
１
３
％
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
夏
秋
ト
マ
ト
は
前
年
度
に
比
べ
出
荷

量
で
28
％
、
出
荷
額
で
38
％
伸
び
た
も
の

の
、
主
要
品
目
の
ピ
ー
マ
ン
は
、
２
年
連

続
で
１
億
円
の
大
台
に
届
か
ず
、
リ
ン
ド

ウ
も
出
荷
量
、
出
荷
額
と
も
対
前
年
比
約

15
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
村
園
芸
産

地
確
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

ピ
ー
マ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
主
要
重
点
推

進
作
物
４
品
目
及
び
リ
ン
ド
ウ
を
中
心
と

し
た
花
卉
等
の
高
収
益
作
物
に
つ
い
て
、

新
規
栽
培
者
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め
る
な

ど
、
栽
培
面
積
の
拡
大
を
図
り
安
定
し
た

生
産
量
の
確
保
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
技
術
の
導
入
や
新
品
目
の
開

拓
等
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
・
団
体
の
指

導
の
も
と
に
推
進
を
図
り
、
優
良
産
地
化

と
魅
力
あ
る
安
定
し
た
農
業
経
営
を
確
立

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

畜
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
和
牛
子

牛
価
格
が
低
迷
し
、
農
家
の
経
営
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

生
産
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
公
共
牧
場
の

役
割
が
重
要
と
考
え
、
戸
田
牧
野
の
Ｐ
Ｒ

等
に
努
め
農
家
の
方
々
か
ら
、
大
い
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
林
業
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
し
、
将

来
の
木
材
需
要
の
増
大
に
対
応
で
き
る
森

林
施
業
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
国
・
県
の
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
森
林
整
備
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

第
３
章　

商
工
業
の
振
興

商
店
街
振
興
の
中
心
施
設
建
設

地
場
企
業
の
経
営
拡
大
を
支
援

　

　

第
３
は
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
不
況
が
長
期
化
す
る
中
で
、

地
域
経
済
も
低
迷
を
続
け
、
当
村
の
小
売

業
は
、
所
得
環
境
の
悪
化
に
伴
う
買
い
控

え
や
購
買
力
の
村
外
流
出
に
よ
っ
て
、
厳

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

村長所信表明演述

昨年はホルスタイン種 21 頭と黒毛和種 34 頭が放牧されました
（５月８日・戸田牧野開牧）
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新
年
度
も
「
中
小
企
業
金
融
対
策
利
子

補
給
事
業
」
を
継
続
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
村
が
購
入
す
る
物
品
、
発
注
す

る
工
事
は
で
き
る
だ
け
地
元
業
者
を
優
先

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
各
種
緊
急

経
済
対
策
事
業
の
早
期
発
注
と
「
ま
ち
の

駅
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
議
論
を
進
め
、
商
店
街
振
興
の
た
め

の
核
と
な
る
施
設
を
建
設
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
建
築
業
の
方
々
に
、

リ
フ
ォ
ー
ム
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
す
る

助
成
制
度
を
周
知
し
な
が
ら
、
営
業
努
力

を
喚
起
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
本
年
度
、
当
村
に
立
地

し
た
企
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第

２
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
４
月
か
ら

本
格
的
に
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
、
従
業
員
数
は
28
人
で
、
本
社
か
ら

転
勤
の
５
人
、
近
隣
市
町
村
11
人
、
村
内

在
住
者
は
12
人
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
工
場
が

立
地
さ
れ
ま
す
と
雇
用
面
で
大
き
な
成
果

第
５
章　

生
活
基
盤
の
整
備

 

九
戸
中
学
校
地
区
管
渠
工
事
施
行

整
備
進
め
水
洗
化
率
の
向
上
図
る

　

第
５
は
、
暮
ら
し
や
す
い
生
活
を
支
え
る

機
能
・
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

安
全
、
安
心
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
上
水

道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
も
適
切

な
施
設
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
理
的

な
条
件
等
で
上
水
道
の
整
備
が
遅
れ
て
い

た
地
域
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
に
、
水
道
未

普
及
地
域
飲
料
水
確
保
対
策
事
業
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
基
盤
を
提
供
す
る
下
水
道

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
に
九
戸

中
学
校
地
区
管
渠
工
事
の
施
工
と
舗
装
本

復
旧
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
以
降
、
二
ツ
家
地
区
へ

の
下
水
道
区
域
拡
張
を
計
画
し
、
下
水
道
事

業
の
変
更
認
可
手
続
き
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、下
水
道
、

農
集
排
整
備
地
区
以
外
の
地
区
の
生
活
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
後
も
普
及
に
努

め
な
が
ら
、新
年
度
も
補
助
事
業
を
継
続
し
、

整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
下
水
道
、
農
集
排
で
整

備
し
た
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
環
境
に
対

す
る
意
識
を
喚
起
し
な
が
ら
、
水
洗
化
率
の

向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

村長所信表明演述

１　地域活性化・きめ細かな臨時交付金
（単位・千円）

事業名 内　　容 事業費

村道等維持補修事業 村道 10 路線の補修ほか 16,859

村道改良舗装事業 田代石神田改良 200 ｍ 28,489

若者向け住宅整備事業 ３棟新築 49,176

公共施設トイレ改修事業
ふれあい広場ほか３施設
トイレ改修

2,940

合　計 97,464

２　地域活性化・公共投資臨時交付金
（単位・千円）

事業名 内　　容 事業費

情報通信基盤整備事業 光ファイバー網整備 338,439

森林環境保全事業 林道橋調査 131

保育園建設事業 １式 192,000

集落道整備事業 52ｍ 20,000

まちの駅整備事業 １式 115,000

除雪機械導入 １式 23,000

合　計 688,570

が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
企
業
誘
致

に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
今
日
の
経
済
情
勢
を
考
え
ま

す
と
企
業
誘
致
は
、
大
変
難
し
い
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
企
業
を

呼
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
地
場
企
業
の
経
営

拡
大
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
も
、
一
つ
の

方
法
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
４
章　

緊
急
経
済
対
策

臨
時
交
付
金
８
５
３
５
万
円
、
経

済
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
事
業
を

　

第
4
は
、
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
長
引
く
不
況
に
対
し
、
昨
年
度

か
ら
度
々
緊
急
経
済
対
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
も
「
地
域
活
性
化
・
き

め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
、

当
村
へ
の
配
分
は
８
５
３
５
万
８
千
円
と

な
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
併

せ
て
、「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交

付
金
」
に
よ
り
、
経
済
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
る
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
通
り
で
す
（
※

上
表
）。
関
係
予
算
を
今
議
会
に
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

5 広報くのへ（2010年4月号）
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第
６
章　

道
路
交
通
の
整
備

 

生
活
に
密
着
し
た
道
路
網
の
整
備

村
道
戸
田
石
沢
線
１
・
５
車
線
化

　　

第
６
は
、
人･
生
活･

経
済
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

　

村
内
の
道
路
整
備
率
は
、
改
良
率･

舗
装

率
と
も
県
内
平
均
を
大
き
く
上
回
る
整
備

率
と
な
っ
て
お
り
、
村
民
の
生
活
交
通
路

及
び
産
業
交
通
路
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

し
か
し
、
車
両
の
大
型
化
や
自
家
用
車

保
有
台
数
の
増
加
等
に
伴
い
、
一
部
の
村

道
や
生
活
道
に
は
整
備
の
必
要
な
路
線
が

残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
生
活
に

密
着
し
た
道
路
網
の
整
備
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
型
車
の

交
通
量
が
多
い
村
道
細
屋
五
枚
橋
線
の
二

車
線
改
良
舗
装
工
事
、
生
活
に
密
着
し
た

路
線
と
し
て
、
村
道
中
雪
屋
大
雪
屋
線
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に

村
道
戸
田
石
沢
線
の
１
・
５
車
線
化
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
道
田
代
石
神
田
線
に
つ
き
ま

し
て
は
、
補
正
予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま

す
が
、
ご
承
認
い
た
だ
け
れ
ば
、
繰
越
事

業
に
よ
り
改
良
舗
装
工
事
を
進
め
早
期
整

備
を
図
り
ま
す
。

　

生
活
道
に
関
し
ま
し
て
は
、
簡
易
舗
装

工
事
や
側
溝
布
設
工
事
に
よ
り
順
次
整
備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
村
道
等
の

維
持
修
繕
経
費
を
節
減
す
る
た
め
、
切
削

材
に
よ
る
舗
装
工
事
や
路
面
補
修
作
業
を

地
区
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

国
道
３
４
０
号
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
回
、
二
戸
地
方
振
興
局
土
木
部
で

山
根
地
区
歩
道
整
備
、
泥
ノ
木
地
区
改
良

整
備
の
調
査
測
量
を
実
施
し
関
係
者
の
了

解
を
得
ま
し
て
、
22
年
度
は
土
地
建
物
等

の
調
査
測
量
と
用
地
補
償
を
進
め
、
平
成

24
年
度
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
興
寺
地
区
、
戸
田
地
区
、
道

地
地
区
の
歩
道
未
設
置
区
間
に
つ
き
ま
し

て
も
、
安
全
確
保
の
た
め
早
期
整
備
を
国
・

県
へ
強
く
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

第
７
章　

住
宅
整
備
の
推
進

 

９
団
地
１
０
１
戸
の
建
替
え
完
了

若
者
向
け
住
宅
の
建
設
を
目
指
す

　

第
７
は
、
定
住
者
拡
大
に
向
け
た
住
宅

整
備
の
推
進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

村
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
、

第
２
川
向
団
地
12
戸
の
工
事
が
完
成
し
、

平
成
２
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
９

団
地
１
０
１
戸
の
建
替
え
が
全
て
完
了
し
、

安
全
で
快
適
な
住
宅
環
境
が
整
っ
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
営
住
宅
の
村
内
全
世
帯
数
に
対
す
る

割
合
は
４
・
６
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
内

の
市
町
村
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り

ま
す
が
、
民
間
の
貸
家
、
ア
パ
ー
ト
等
が

村
内
に
少
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
若

年
層
を
中
心
に
村
営
住
宅
の
入
居
希
望
者

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
今
議
会
に
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
地
域
活
性

化
・
き
め
細
か
な
対
策
臨
時
交
付
金
」
に

よ
り
ま
し
て
、
若
者
向
け
住
宅
を
建
設
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
、
環
境
に
や
さ
し
い
住

宅
を
目
指
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
、
小

倉
団
地
７
戸
の
接
続
工
事
を
完
了
し
、
下

水
道
区
域
及
び
集
落
排
水
区
域
内
の
７
団

地
86
戸
全
て
が
水
洗
化
さ
れ
、
快
適
な
住

環
境
が
確
保
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
残
る
江
刺
家
団
地
・
山
根
団
地
の

15
戸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
体
の
リ
フ
ォ
ー

ム
も
考
慮
し
な
が
ら
順
次
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村長所信表明演述

９団地101戸すべての村営住宅の建替えが終了（写真は長興寺団地）
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20
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
は
、
本
年
度
か
ら

新
築
住
宅
も
対
象
に
加
え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

住
環
境
の
向
上
と
商
工
業
振
興
に
も
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
継
続
し
て
参

り
ま
す
。

第
８
章　

福
祉
・
医
療
の
充
実

医
療
費
助
成
等
子
育
て
支
援
継
続

 

交
付
金
で
３
保
育
施
設
改
築
予
定

　　

第
８
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
健
康
で
明
る

く
元
気
に
生
活
で
き
る
社
会
実
現
の
た
め
、

子
供
の
健
康
づ
く
り
、
壮
年
死
亡
の
減
少
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
、
健
康
に
関
す
る
質
の

向
上
を
目
指
し
た
保
健
活
動
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

子
供
の
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
乳
幼
児
健
診
や
５
歳
児
の
健
診

を
行
い
、
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
の
早
期

発
見
と
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
母
体
や

胎
児
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
、
妊
娠
・
出

産
に
か
か
る
経
済
不
安
の
軽
減
を
は
か
り
、

子
育
て
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
依
然
と

し
て
高
い
た
め
、
胃
が
ん
な
ど
の
各
種
が

ん
検
診
を
引
き
続
き
実
施
し
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
促
し
、
壮
年
死
亡
の
減
少
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導
に
つ
き
ま
し

て
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
象

者
と
予
備
群
を
選
定
し
、
早
期
に
改
善
を
図

る
た
め
の
保
健
指
導
を
行
い
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
２
月

１
日
現
在
の
出
生
数
が
31
人
、
一
方
、
同
日

現
在
の
高
齢
化
率
は
、
昨
年
度
の
同
時
期
に

比
べ
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
34
・
０
％
と

な
り
、
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
行
し
て
お

り
ま
す
。

　

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
の
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
助
成

対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
、
村
内
医
療
機

関
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
医
療
機
関
で
の
一

部
負
担
金
を
助
成
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
ハ
ッ

ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
祝
い
金
の
交
付
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
医
療
費
の
助
成
な
ど

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
子
ど
も
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
の
交
付
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
中
心
と
な
る
保
育

施
設
に
つ
い
て
、
伊
保
内
幼
稚
園
、
江
刺
家

保
育
園
、
長
興
寺
保
育
園
は
、
建
設
か
ら
40

年
近
く
が
経
過
し
、
改
築
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
こ
の
度
、「
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
建
設
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

　

建
設
場
所
や
施
設
整
備
の
内
容
等
に
つ

き
ま
し
て
、
関
係
者
と
協
議
を
し
、
村
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
、
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
ー
ル
」
で
、
障
害
者

の
創
作
的
活
動
や
生
産
活
動
な
ど
様
々
な

活
動
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
立
支
援
給
付
費
や
高
齢
者
・
障

害
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ
く
り
事
業
、
あ

る
い
は
村
単
の
助
成
事
業
に
よ
り
、
引
き
続

き
障
害
者
の
生
活
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
末
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
）
は
２
２
９
１
人
で
、
う

ち
、
要
介
護
等
の
認
定
者
数
は
３
６
６
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
介
護
給
付
費
等
の
伸
び

率
を
抑
制
す
る
た
め
施
設
介
護
か
ら
在
宅

介
護
へ
シ
フ
ト
の
転
換
が
図
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
施
設
入
所
の
待
機
者
へ
の
対
策
も

村長所信表明演述

医療費助成、ハッピーファミリー祝い金交付、放課後児童クラブの充実など、子育
て支援を継続します（６月６日・年長児親子運動会）
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村長所信表明演述

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に

伴
い
、
二
戸
広
域
が
実
施
し
て
き
た
「
い
き

い
き
健
康
教
室
」、「
転
倒
予
防
教
室
」
な
ど

の
二
戸
地
域
保
健
福
祉
活
動
推
進
事
業
は
、

現
在
、
村
の
地
域
支
援
事
業
と
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
と
し
て
実
施
し
て

参
り
ま
す
。

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
高

齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や

状
態
の
変
化
に
応
じ
て
、
切
れ
目
無
く
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
や
、介
護
度
が
重
症
化
し
な
い
よ
う
「
予

防
重
視
型
」
の
介
護
予
防
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

国
保
特
別
会
計
は
、
被
保
険
者
の
所
得
額

が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
今
後
と
も
厳
し
い

財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
の
伸
び
を
抑
制
す
る
国
の
医
療

費
適
正
化
計
画
の
中
で
、
現
在
実
施
し
て
お

り
ま
す
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
、特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
は
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
健
診
に
よ
っ
て
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
及

び
予
備
群
を
見
つ
け
、
平
成
24
年
度
ま
で

に
10
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

国
保
被
保
険
者
に
対
す
る
特
定
健
康
診
査

や
特
定
保
健
指
導
を
行
い
、
安
心
し
て
健
康

で
明
る
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
村
民
の
健
康
増

進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

第
９
章　

環
境
衛
生

 

ご
み
収
集
量
横
ば
い
・
減
少
傾
向

　
　

啓
発
表
示
板
で
不
法
投
棄
防
止
を

　

　

第
９
は
、
環
境
衛
生
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

　

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
創
造
の
た

め
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

「
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

の
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）運
動
を
推
進
し
、

ご
み
収
集
処
理
量
は
増
加
傾
向
か
ら
横
ば

い
・
減
少
傾
向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
み
問
題
は
、
日
常
生
活
に
密
接
に
関

わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
村
民
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
と
ご
協
力
の
も
と
に
、

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
衛
生
組
合
連
合
会
な
ど
の
ご
協
力

を
頂
き
、
不
法
投
棄
防
止
啓
発
表
示
板
の

設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
ク
リ
ー
ン
九
戸

行
動
日
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
環

境
美
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

二
戸
・
久
慈
地
区
の
一
般
廃
棄
物
処
理

に
つ
い
て
、
構
成
８
市
町
村
に
よ
っ
て
「
久

慈
・
二
戸
地
区
ご
み
処
理
広
域
化
準
備
協

議
会
」
を
設
置
し
、
ご
み
処
理
の
広
域
化

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

年
度
か
ら
新
た
に
一
部
事
務
組
合
を
設
置

し
、
平
成
30
年
度
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
稼
働

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

第
10
章　

教
育
の
充
実

小
学
５
・６
年
の
英
語
教
育
を
推
進

　
　

伊
保
内
高
校
存
続
に
向
け
て
努
力

　　

第
10
は
、
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
充
実
の
た
め
、
本
年
度
も
小

学
校
へ
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
５
・
６
年
生
に
英
語
の

授
業
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
児
童
が

英
語
に
慣
れ
親
し
む
よ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
外
国
語
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
学
ぶ
こ
と
や
働
く
こ
と
、

生
き
る
こ
と
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
、
自

ら
の
生
き
方
や
将
来
の
進
路
を
主
体
的
に

考
え
る
態
度
や
能
力
を
育
て
る
教
育
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
組
織 毎年多くの団体が参加し、ごみ拾いに汗を流すクリーン行動日（４月19日）
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村長所信表明演述

的
・
系
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
学
校
現

場
の
多
忙
観
を
解
消
し
な
が
ら
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
連
絡
調
整
の
も
と
に
、
地
域

住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
校
の
教

育
活
動
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
の
「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
特
別
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
に
は
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
に
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
全
校
で
行
な
わ
れ
た

全
国
学
力
調
査
・
学
習
定
着
度
調
査
は
、

新
年
度
か
ら
30
％
抽
出
調
査
と
な
り
ま
す

が
、
今
ま
で
の
調
査
を
活
用
し
な
が
ら
、

各
発
達
段
階
で
の
基
礎
的
・
基
本
的
内
容

の
確
実
な
習
得
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
評
議
員
制
度
及
び
学
校
評

価
制
度
を
継
続
し
、
学
校
運
営
に
家
庭
や

地
域
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
る
取
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

県
立
伊
保
内
高
等
学
校
は
、
村
に
と
っ

て
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
り
、
新

年
度
も
２
学
級
を
確
保
で
き
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
生
徒
確
保
に
村
民

の
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
く
よ
う
努
め
、
伊

保
内
高
校
存
続
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

多
様
な
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
を
図
る

た
め
、
各
種
学
級
や
講
座
の
開
設
、
サ
ー

ク
ル
の
育
成
に
努
め
、
様
々
な
学
習
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
図
書
の
充
実
に

努
め
、
身
近
な
学
習
交
流
の
場
と
し
て
利

用
し
や
す
い
公
民
館
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、「
住
み
た
く
な
る
地
域
づ
く
り
活

動
補
助
金
」
や
「
集
落
環
境
整
備
事
業
補

助
金
」
を
利
用
し
た
明
る
く
活
力
の
あ
る

協
働
の
村
づ
く
り
や
環
境
美
化
運
動
な
ど

村
民
憲
章
の
具
現
化
を
一
層
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

新
年
度
も
、「
村
民
一
人
一
つ
の
ス
ポ
ー

ツ
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
種
大
会
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、
競
技
力
の
向
上

と
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
の
設
置
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
が
大
き
く
向
上
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
村
民
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
に
潤
い
と
充
実
感
を
も
た
ら
す
文

化
活
動
と
し
て
、
村
民
が
主
体
的
に
文
化

に
親
し
み
、
文
化
を
創
造
し
て
い
く
環
境

づ
く
り
と
芸
術
文
化
団
体
の
活
動
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
宇
堂
口
小
学
校
を
郷
土
資
料

館
的
に
活
用
し
、
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
や
、

民
具
な
ど
の
資
料
を
集
め
一
般
に
公
開
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
黒
山

の
昔
穴
は
、
更
に
国
の
指
定
を
目
指
す
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
し
、

民
俗
芸
能
や
村
指
定
文
化
財
の
保
護
保
存

と
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
進
め
、

先
人
が
築
い
た
優
れ
た
文
化
を
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
住
む
地
域
に
誇
り

と
自
信
を
持
ち
な
が
ら
後
世
に
伝
え
て
い

く
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　　

以
上
の
と
お
り
、
村
政
運
営
の
課
題
と

重
点
施
策
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
中
で

も
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
村
民
に

信
頼
さ
れ
る
行
政
を
築
い
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
あ
た
り
、
村
民
を
は
じ
め
議

会
の
皆
様
の
村
政
に
対
す
る
ご
協
力
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
提
出

い
た
し
ま
し
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
し
て
、
私
の
所
信
表
明
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

村唯一の高等教育機関として、地域の期待が寄せられる伊保内高等学校。生徒の確
保に取り組みます（10月３日・伊保内高等学校創立60周年記念式典）
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平
成
22
年
度
の
村
の
予
算
は
、
総
合
発
展
計
画
が
目
指
す
「
個

性
豊
か
な
九
戸
村
の
創
造
」
の
実
現
に
向
け
て
、
予
算
編
成
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
は
前
年
度
よ
り
３
・
０
％
多
い
、

34
億
２
５
４
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
予
算
内
容
の

あ
ら
ま
し
を
お
伝
え
し
ま
す
。

■
一
般
会
計
は 

３
・
０
％
増

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
昨
年
度
当
初
予
算
を

１
億
24
万
円
（
３
・
０
％
）
上
回
る
、

34
億
２
５
４
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計
や

水
道
事
業
会
計
を
加
え
た
総
予
算
は

46
億
２
４
０
７
万
円
（
３
財
産
区
特

別
会
計
は
除
く
。）
で
、
昨
年
度
よ
り

1
億
２
８
９
５
万
円
、
２
・
９
％
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入　

地
方
交
付
税
が
６
割

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
（
村
に
入
っ

て
く
る
お
金
）
を
見
る
と
、
地
方
交

付
税
が
19
億
５
５
２
６
万
円
で
全
体
の

57
・
１
％
（
昨
年
度
比
３
・
９
㌽
減
）
を

占
め
て
ト
ッ
プ
。
次
い
で
村
税
、
村
債
、

県
支
出
金
と
続
き
ま
す
。

　

自
主
財
源
は
、
昨
年
度
よ
り

５
４
２
万
円
増
え
て
５
億
８
１
１
８
万

円
で
す
。

　

依
存
財
源
は
、
昨
年
度
よ
り

９
４
８
３
万
円
増
加
。
国
庫
支
出
金
が

子
ど
も
手
当
国
庫
負
担
金
６
９
７
０
万

円
増
な
ど
に
よ
り
４
８
６
７
万
円

（
54
・
３
％
）
の
増
。
県
支
出
金
が

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
補
助
金

２
４
２
５
万
円
増
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
補
助
金
１
７
２
０
万
円
増
な
ど
に
よ

り
５
７
７
１
万
円
（
35
・
４
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
債
は
道
路

用 語 解 説
【地方交付税】全国の市町村のサービスが一定水準になるように、
財政力に応じて国から配分されるお金。
【村債】村が国などから借りるお金。
【扶助費】生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障害者福祉法、
知的障害者福祉法などの法令に基づいて支出する経費。
【公債費】村債（借金）の返済に充てるお金。
【物件費】委託料、賃金、旅費、役務費など。
【投資的経費】道路の建設などのように、施設が将来に残るもの
に対する経費。
【義務的経費】人件費や扶助費などのように、村の機能を維持し
ていくために必ず支払わなければならない経費。この割合が増え
ると、村が自由に使えるお金が少なくなり、財政の健全上で重要
な目安となる。
【自主財源】村が自主的に収入することができる財源。
【依存財源】国や県の意思によって定められた額を交付される財源。

※金額は項目ごとに千円単位で四捨五入しているため、計と内訳

が一致しないことがあります。

当
初
予
算

平成22年度

歳入総額
34億 2,545万円

自主財源
５億 8,118 万円
（17.0％）

依存財源
28 億 4,427 万円
（83.0％）

村　税
４億 4,160 万円
（12.9％）

諸収入5,802万円（1.7％）
使用料及び手数料
4,691 万円（1.4％）
分担金及び負担金
2,289 万円（0.7％）

その他
1,176 万円（0.3％）

地方交付税
19 億 5,526 万円
（57.1％）

村　債
４億 20 万円
（11.7％）

県支出金
２億 2,059 万円
（6.4％）

国庫支出金
１億 3,823 万円
（4.0％）

地方譲与税6,084万円（1.8％）
地方消費税交付金5,284万円（1.5％）

自動車所得税交付金862万円（0.3％）
地方特例交付金　　577 万円（0.2％）
その他　　　　　　192 万円（0.0％）

予備費　　　　　 500万円（0.1％）
維持補修費　　　 208万円（0.1％）
投資・出資・貸付金 100万円（0.0％）

積立金
１億8,038万円（5.3％）

性質別

歳出総額
34億 2,545万円

人件費
６億 8,998 万円
（20.1％）

公債費
５億 7,869 万円
（16.9％）

扶助費
３億 68 万円
（8.8％）

義務的経費
15 億 6,935 万円
（45.8％）

投資的経費
２億 6,673 万円
（7.8％）

投資的経費
２億 6,673 万円
（7.8％）

物件費
５億 5,936 万円
（16.3％）

補助費
５億 171 万円
（14.6％）

その他の経費
15 億 8,937 万円
（46.4％）

繰出金
３億 3,984 万円
（10.0％）
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11 広報くのへ（2010年４月号）

●予算額 　　　　　　　50 万 9,436 円
（前年度　47万 9,274 円）

●村民税　　　　　　　６万5,675 円
（同　６万 1,698 円）

●借金（村債）残高　　　60 万 4,573 円
（同　63万 4,156 円）

※数値は一般会計。人口は 6,724 人（平成 22年２月末現在
住民基本台帳人口）、村債は22年度当初の残高見込みで計算。

0 10 20 30 40 50 億円

年度
22
21

13
14
15
16
17
18
19
20

34億 2,545万円  （対前年度比3.0％）

33 億 2,520 万円（同          2.3％）

41 億 6,477 万円（同　△12.7％）

40 億 8,750 万円（同　  △1.9％）

38 億 1,077 万円（同　  △6.8％）

36 億 1,979 万円（同　  △ 2.6％）

37 億 1,690 万円（同　  　6.3％）

34 億 9,598 万円（同　  △8.3％）

36 億 2,378 万円（同　  　0.1％）

32 億 5,149 万円（同    △10.3％）

歳出総額
34億 2,545万円

（一般会計）

総務費
９億 8,571 万円
（28.8％）

民生費
６億 2,282 万円
（18.2％）

公債費
５億 7,869 万円
（16.9％）

土木費
３億 4,269 万円
（10.0％）

教育費
２億 5,141 万円
（7.3％）

農林水産業費
１億9,461万円（5.7％）

消防費
１億9,204万円（5.6％）

衛生費
１億6,162万円（4.7％）

議会費4,707万円（1.4％）
商工費4,379万円（1.3％）
予備費    500万円（0.0％）

目的別歳出の内訳
庁舎管理（渡り廊下改修工事）……………………755 万円
高齢者・障害者にやさしい住まいづくり推進事業…240 万円
合併処理浄化槽整備事業補助金交付事業………964 万円
いわて希望農業担い手応援事業… ………………1,187 万 円
基幹水利施設ストックマネジメント事業……1,013 万円
畜産基盤再編総合整備事業（草地造成）………765 万円
農業生産基盤整備事業……………………………500 万円
ふるさと振興公社委託事業……………………1,762 万円
住宅リフォーム助成事業…………………………300 万円
道路維持補修事業…………………………………730 万円
村道新設改良事業（村道高屋敷山形線ほか）…１億 6,527 万円
小型動力ポンプ積載車更新事業…………………840 万円
学習用パソコン整備事業…………………………550 万円
下水道事業（553 号線ほか管渠工事など）………1,430万円
施設改良事業（荒田地区配水管布設工事ほか）………886 万円

会　計　名 平成 22年度 平成 21年度 伸び率

一　 般　 会　 計 34億2,545万円 33億2,520万円 3.0%

特
　

別
　

会
　

計

国 民 健 康 保 険 7億 8,646万円 7億 4,739万円 5.2%

老 人 保 健 290万円 305万円 △ 4.8%

後期高齢者医療 4,730万円 5,245万円 △ 9.8%

農業集落排水事業 2,970万円 3,097万円 △ 4.1%

下 水 道 事 業 1億 4,430万円 1億 4,764万円 1.0%

索 道 事 業 3,065万円 3,269万円 △ 6.3%

戸 田 財 産 区 954万円 490万円 94.7%

伊 保 内 財 産 区 1,165万円 957万円 21.7%

江 刺 家 財 産 区 655万円 694万円 5.7%

水　 道　 事　 業 1億 5,731万円 1億 5,573万円 △

合 　 　 　 計 46億5,181万円 45億1,653万円 3.0%

一般会計予算の推移

村民１人あたりの…

主な投資的事業

各会計別の予算と伸び率（△はマイナス）

◆収益的収入・支出（１年間の損益取引）
　・収入…1億 1,600 万円　・支出…１億 1,600 万円
◆資本的収入・支出（投下資本の増減に関する取引）
　・収入…5,794 万円　 　　・支出…４億 1,308 万円

※収入不足の３億 5,514 万円は過年度分損益勘定留保資金等で
補てんされます。

水道事業会計予算の内訳

橋
梁
整
備
事
業
費
５
１
１
０
万
円
増
、

臨
時
財
政
対
策
債
１
５
９
０
万
円
増
な

ど
に
よ
り
６
５
０
０
万
円
（
19
・
４
％
）

増
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は

特
別
交
付
税
を
盛
ら
な
か
っ
た
た
め
、

７
４
５
８
万
円
（
３
・
７
％
）
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

■
歳
出　

総
務
費
が
ト
ッ
プ
29
％

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
人

件
費
や
公
債
費
、
扶
助
費
を
合
わ

せ
た
義
務
的
経
費
が
９
・
２
％
減
の

15
億
６
９
３
５
万
円
、
こ
れ
に
そ

の
他
の
経
費
を
加
え
た
一
般
行
政

経
費
は
31
億
５
８
７
２
万
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
１
・
７
％
増
加
し
ま

し
た
。
投
資
的
経
費
は
前
年
度
よ
り

４
５
９
２
万
円
（
20
・
８
％
）
増
と
な

る
２
億
６
６
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
別
で
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立

金
１
億
８
０
０
０
万
円
増
を
含
む
総
務

費
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
一
般
事
務
な
ど
）

が
１
億
８
９
５
０
万
円
（
23
・
８
％
）

増
の
９
億
８
５
７
１
万
円
と
な
り
、
全

体
の
28
・
８
％
を
占
め
ト
ッ
プ
。
続
い

て
、
子
ど
も
手
当
な
ど
が
増
え
た
民

生
費
（
福
祉
や
保
育
園
な
ど
）。
昨
年

度
繰
上
償
還
を
実
施
し
た
公
債
費
は
、

２
億
１
８
０
７
万
円
（
27
・
４
％
）
と

大
幅
な
減
と
な
る
５
億
７
８
６
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

※平成 16 年、20 年度は骨格予算
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12

園庭に大きな虎が現れた！？

中村さん・佐々木さんが雪像制作

　中村末市さん（伊保内上）と佐々木弘志さん（伊保内下）が伊保

内保育園の園庭に、今年の干支にちなんだ虎の雪像を制作しました。

　２人が雪像を作り始めたのは２月13日。暖かい日が続いたため、

何度か手直しに訪れました。

　２月19日に保育園を訪れた中村さんと佐々木さんは、園児と一緒

に昼食の時間を過ごし、交流を深めていました。

テーマは「栄養満点の学校給食」

瀬月内自治会が料理講習会を開催

　２月21日、瀬月内自治会（夏井謙一会長）が瀬月内集落センター

で料理講習会を開催しました。

　村給食センターの栄養士・舘慈
よし

子
こ

さんを講師に迎え、「家庭で作れ

る栄養満点の学校給食」をテーマに、どさんこ汁やタンドリーチキ

ンなどを製作。舘さんは「子どもは体が基本。“食” に関心をもって

ください」と食育への協力を呼びかけていました。

　第16回オドデ塾ふれあい演芸まつりは

３月７日、江刺家小学校体育館で開催され、

406人の来場者が踊りや演劇を楽しみました。

　小松智樹塾長は「保育園児から高校生ま

で出演してくれるのは、世代間交流をモッ

トーとするオドデ塾として、とても嬉しい

こと。若者がこの地区に残ったり、戻りた

くなるような地域づくりを目指して頑張り

ます」とあいさつ。

　保育園児から婦人会まで幅広い年齢層の

出演者が６時間にわたり、40の演目を熱

演しました。踊りのほかにも戦時中の家族

をテーマにした演劇、授業中の教室を舞台

に繰り広げられるコント、円子よさこい組

“どっこいしょ”（軽米町）の特別出演など

盛りだくさんの内容。家族や地域の人同士

が共に楽しめる演芸会となりました。

多彩な演芸、地域を結ぶ

オドデ塾ふれあい演芸まつり

①
妻
川
祐
樹
く
ん
と
池
田
大
樹
く
ん
（
伊
保
内
高
）
は
息
の
合
っ
た
踊
り
を
発
表
②
大

き
な
笑
い
が
起
き
た
コ
ン
ト
「
オ
ド
デ
だ
よ
！
全
員
集
合
」
③
兄
弟
３
人
で
大
人
顔

負
け
の
「
剣
山
」
を
披
露
し
た
下
川
原
祐
汰
く
ん
、凱
斗
く
ん
、一
将
く
ん
（
長
興
寺
小
）

給食風どさんこ汁、もうすぐできあがり！

むらのわだい

トラの雪像を囲んで、はいポーズ！

1

32
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13 広報くのへ（2010年４月号）

「けっこうなお手
て

前
まえ

で」

長興寺保育園児がお茶会体験

　３月３日、長興寺保育園で中野幸子さん（長興寺上）を先生に迎え、

お茶会が行われました。

　お茶菓子を食べ、きれいな絵が描かれたお茶碗で抹茶をいただい

た園児たち。慣れない茶道の動作に少し緊張気味でしたが、お茶を

一口飲むと「おいしい！」と満面の笑みを見せ、初めてのお茶会を

楽しんでいました。

大きな夢抱き、それぞれの道へ

九戸中学校卒業式

　３月13日、九戸中学校で卒業式が行われ、75人の卒業生が３年

間親しんだ学び舎から旅立ちました。

　式では松橋勉校長が「あきらめず努力すれば夢は必ず叶います。

辛いこと、苦しいこともがあっても、自分の進む道を見据え努力し

てください」と新たな道を踏み出す卒業生を激励。在校生との合唱

交換では、澄んだ歌声が体育館に響きわたっていました。

門出を祝う、真心こもったプレゼント

稲森源右エ門さんが卒業生にガマ細工贈る

　３月９日、今年97歳を迎える稲森源右

エ門さん（長興寺下）が長興寺小学校の６

年生11人に、ふくろうのガマ細工を贈り

ました。

　稲森さんが長興寺小の卒業生にガマ細工

を贈るのは、今年で６回目。昔から物を作

ることが好きだったという稲森さんの作業

小屋には、ガマ細工の他にも木彫り、わら

細工などがずらりと並んでいます。稲森さ

んは自分の生い立ちや昔の九戸村の様子な

どを話し、「今、皆さんと会うことが本当に

楽しい。元気な体で、たくさん勉強してく

ださい」と卒業を間近にした児童にエール

を送りました。

　心温まるプレゼントをもらった児童は、

「部屋に飾って大切にします」と笑顔でお礼

の言葉を述べました。ガマ細工を制作した稲森さんを囲む、長興寺小の卒業生と内田孝司校長

初めてのお茶会を体験した園児たち

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。mura no wadai

松橋校長から卒業証書を受け取る卒業生
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菅
野　

岑
子

大
ら
か
に
稜
線
流
れ
冬
の
山

冬
山
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
相
の
あ
り

行
き
行
け
ど
冬
山
続
く
旅
な
り
し

冬
部　

雪
女

古
草
や
亡
夫
と
共
に
行
く
小
道

村
役
場
小
さ
き
雛
の
飾
ら
れ
て

病
棟
に
散
髪
屋
の
来
て
春
き
ざ
す

高
島
ふ
み
女

古
草
や
一
族
の
墓
一
ヶ
所
に

再
会
の
余
韻
に
ふ
け
る
お
ぼ
ろ
月

耕
人
や
土
蔵
崩
れ
て
も
尚
励
む舘

村　

青
村

あ
つ
あ
つ
の
目
刺
も
旨
し
五
穀
飯

古
草
や
一
町
程
の
放
置
畑

日
向
ぼ
こ
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
け
り義　

也

足
跡
を
な
ぞ
っ
て
帰
る
春
の
雪

一
位
の
木
た
お
や
か
に
受
く
る
牡
丹
雪

田
村　

畦
畔

葬
列
に
冷
た
き
風
や
冴
え
返
る

春
の
月
立
湯
寝
湯
あ
り
露
天
風
呂

春
光
や
旅
情
に
浸
る
露
天
の
湯

し
げ
を

湯
た
ん
ぽ
や
母
が
忘
れ
て
天
国
へ

鍋
料
理
鱈
の
ぶ
つ
切
り
白
冴
え
て

渡　
　

赤
藤

少
々
で
足
り
る
夕
餉
や
目
刺
焼
く

古
草
や
根
元
に
生い

の
ち命
見
え
隠
れ

食
卓
に
際
立
つ
色
や
春
大
根

古
舘
や
す
お

竹
に
風
目
刺
を
炙
る
寓
居
か
な

古
草
や
昭
和
の
サ
イ
ロ
が
二
基
並
ぶ

骨
尖
る
海
魚
を
喰く
ら

ふ
て
多
喜
二
の
忌

【
二
月
句
会
の
席
題
句
】

　
　
『
二
月
』
よ
り

渦
巻
き
て
抜
け
る
風
呂
の
湯
二
月
尽（
ふ
み
女
）

二
ン
月
や
薬
屋
の
戸
の
ご
ろ
ご
ろ
と
（
や
す
お
）

　
　
『
日
』
よ
り

現う
つ

し
世
に
佳
き
人
ば
か
り
日
向
ぼ
こ（
青　

村
）

一
人
居
は
テ
レ
ビ
と
過
ご
す
一
日
か
な（
義　

也
）

　
　
『（
雑
詠
）』
よ
り

氷
上
や
命
の
鼓
舞
は
神
の
技 　
（
し
げ
を
）

雪
だ
る
ま
お
ん
ぶ
を
ね
だ
る
児
が
二
人（
ふ
み
女
）

第 263 回くのへ俳句会

　

２
月
か
ら
３
月
、
長
寿
の
誕
生
日
を
迎

え
た
方
に
、
岩
部
村
長
か
ら
花
束
と
長
寿

祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

①
小
川　

タ
ヨ
さ
ん
（
折
爪
荘
）

　
　
　
　

２
月
21
日
生
ま
れ
・
99
歳 

②
柴
田　

ハ
ル
さ
ん
（
折
爪
荘
）

　

２
月
26
日
生
ま
れ
・
１
０
１
歳

③
松
浦　

繁
蔵
さ
ん
（
戸
田
下
）

　

３
月
15
日
生
ま
れ
・
１
０
０
歳

　
■
長
寿
の
誕
生
日
を
祝
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

2

3 1
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15 広報くのへ（2010年４月号）

■火災予防運動ポスターコンクール

村田海斗くん（戸田小）特選受賞

火災予防運動ポスターコンクールで
特選を受賞した村田海斗くん

　

第
33
回
火
災
予
防
運
動
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
村
田
海

斗
く
ん（
戸
田
小
４
年
・
受
賞
時
）

が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

海
斗
く
ん
は
「
１
番
頑
張
っ

た
と
こ
ろ
は
文
字
。
火
事
が
減

■
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

関
畑
芽
依
さ
ん
・
田
澤
裕
也
く
ん
入
賞

　

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図

画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
（
岩
手
県
歯
科
医
師
会
主
催
）

に
お
い
て
、関
畑
芽
依
さ
ん
（
伊

保
内
小
６
年
・
受
賞
時
）
と
田

澤
裕ひ
ろ

也や

く
ん
（
九
戸
中
３
年
・

受
賞
時
）
が
佳
作
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

関
畑
さ
ん
は
毎
日
の
歯
磨
き

で
き
れ
い
な
歯
を
維
持
す
る
こ

と
、
田
澤
く
ん
は
８
０
２
０
運

動
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー

で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。　

■
平
成
21
年
度
商
工
会
主
催
珠
算
検
定

小
沼
碩
士
く
ん
・
白
梅
加
奈
恵
さ
ん
１
級
合
格

　

平
成
21
年
度
の
珠
算
検
定
試

験
は
年
４
回
実
施
さ
れ
、
の
べ

24
人
が
受
験
し
、
12
人
が
合
格

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

難
関
の
１
級
に
合
格
し
た
の

は
小
沼
碩
士
く
ん
と
白
梅
加
奈

恵
さ
ん
の
２
人
で
す
。

九戸中１年
（合格時）

白梅加奈恵さん

山根小４年
（合格時）

小沼　碩
つよ

士
し

くん

7000人の広場

【
平
成
21
年
度
・
珠
算
検
定
試
験

合
格
者
（
敬
称
略
）】

《
１
５
３
回
》　

小
沼
碩
士
（
１

級
）、
菖
蒲
沢
花
穂
（
２
級
）、

澤
口
加
那
子
（
２
級
）、
下
村
か

な
子
（
７
級
）

《
１
５
４
回
》　

野
田
朱
里
（
２

級
）、
下
村
直
香
（
２
級
）、
上

山
春
香
（
３
級
）、小
沼
侃
士
（
３

級
）、
下
村
か
な
子
（
６
級
）

《
１
５
５
回
》　

下
村
か
な
子
（
５

級
）

《
１
５
６
回
》　

白
梅
加
奈
恵（
１

級
）、
下
村
か
な
子
（
４
級
）　

る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め

て
描
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
海
斗
く
ん
の
絵
は
、

平
成
22
年
火
災
予
防
運
動
の
ポ

ス
タ
ー
と
し
て
、
二
戸
管
内
に

掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

九戸中３年（受賞時）

田澤　裕
ひろ

也
や

くん

伊保内小６年（受賞時）

関畑　芽依さん
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◉８つの事務が県から村へ移譲されます

Ｑ

Ｑ

　村では、村民のみなさんに直結したサービスの向上を図るため、県が行っていた事務を村が行うことができ
るよう、権限および事務の移譲に取り組んでおり、これまでにパスポートの申請・発給など28の事務を、村が
処理できるようになりました。
　平成22年４月からは左記の事務が県から移譲され、村で届け出や申請を受理し事務処理を行うことになりま
した。詳しくは担当窓口にお問い合わせください。

◉すべての地方振興局が広域振興局に移行

《問い合わせ》岩手県政策地域部政策推進室（調整担当）☎ 019-629-5195　FAX：019-629-5254

なぜ移行するの？

　岩手県を取り巻く環境は、人口減少、低い県民所得など、厳しい環境である上に、

広域振興圏間の格差の拡大も懸念されています。これらの課題を克服するには、限

られた行財政資源を戦略的に集約・再配分し、各広域振興圏で効果的かつ効率的な

施策を展開できる体制の準備が必要です。このような考えのもと、平成22年度から、

４広域振興局体制に移行することとしました。

サービスはどう変わるの？

①　より充実したサービスの提供が可能に！
　◆さまざまな産業振興の取り組みなどを一体的に進めること、広域的な対応をす

　ること、より身近な場所で専門的なサービスを提供することが可能になります

②　県民の皆さんに身近なサービスは、できるだけ現在と同じ地域で提供します！
　◆沿岸、県北圏域には、地域の産業振興のため地域振興センターを設置します　

　◆県税部門や保健福祉環境部門、土木部門は、現状と同様の体制とします

③　各地域でのサービス水準を維持するよう努めます！
　◆本局の職員がセンターに出向くなど、現在の地域で各種相談や申請などに対応

　します◆所管区域にかかわらず、どの窓口でも相談などを受け付けます◆本局と

　センターの連絡を密にして、従来と同様のサービスを提供します

●…広域振興局本局
▲…部門ごとのセンター 
△…事務所または出張所

《問い合わせ》九戸村役場（☎ 42-2111）各担当窓口

移譲事務の名称 移譲事務の概要 担当窓口

新たに生じた土地の確認、町・字の区域（名
称）変更に関する事務

届け出の受理、告示、関係機関への通知 総務企画課庶務財政班

浄化槽の設置および保守点検などに関する事務 浄化槽の設置届の受理など 農林建設課水環境班

鳥獣の保護および狩猟の適正化に関する事務 鳥獣捕獲などの許可 農林建設課生産振興班

土地取引の届出および遊休土地に関する事務 一定面積以上の土地取引に係る届け出受理など 総務企画課地域振興班

身体障がい者であることの証明事務
郵便による不在者投票制度における対象者が所定
の身体障がいに該当する者であることの証明事務

住民生活課地域福祉班

工場立地に関する事務 特定工場の新設等届出受理、変更届の受理 総務企画課地域振興班

保安林に関する事務 保安林内での間伐届出 農林建設課生産振興班

社会教育主事の資格認定に関する事務 社会教育主事の資格認定 教育委員会生涯学習班

【
お
知
ら
せ
】　

４
月
か
ら
、
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す
！
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17 広報くのへ（2010年４月号）

◉健康保険証は水色のものを

☝４月１日以降使用できなくなる健康保険証（オレンジ色）

　お持ちの人は事業主を通じて協会けんぽ支部まで返却してください

（任意継続被保険者は直接、協会けんぽ支部に返却してください）。

☝４月１日以降も引き続き使用できる健康保険証（水色）

　お持ちでない人は事業主を通じて協会けんぽ支部までお問い合わせ
ください（任意継続被保険者は直接、協会けんぽ支部までお問い合わ

せください）。

岩手社会保険事務局

⬇ 平成21年６月～９月に、下の健
康保険証（水色）を送りました

● 診療を受けるときは、必ず健康保険証を提示してください。
● 70 歳以上の人は、併せて高齢受給者証も提示してください。

《問い合わせ》協会けんぽ岩手支部（☎ 019-604-9009）

４月１日から社会保険事務局発行の
健康保険証は使用できなくなります

瀬月内イベント広場
かやぶき小屋の名称は

“おらほのえっこ”

　広報11月号でも募集のお知らせ

をしていた、瀬月内イベント広場中

央のかやぶき小屋の名称が決定しま

した。24点の応募の中から採用さ

れたのは、下平チヨさん（瀬月内）

が考案した “おらほのえっこ”。

　２月21日には、瀬月内集落セン

ターで、夏井謙一瀬月内自治会長か

ら下平さんに賞状が贈られました。

隣に建つ作業小屋は “んがほのえっ

こ” と名づけられ、“おらほのえっこ”

と共に、地域活性の場としての役割

が期待されています。

応募した名称が採用され、夏井瀬月内自治会長
から賞状を受け取る下平さん

児童の体験学習の場としても活躍する瀬月内イ
ベント広場（写真は５月７日の戸田小植菌体験）

全国健康保険協会岩手支部
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海
外
派
遣

九
戸
中
学
校
２
年　

五
枚
橋
興
子

　

二
月
十
八
日
は
出
発
日
で
し
た
。
と
て
も
楽
し
み

で
、
当
日
に
な
っ
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
緊

張
し
て
い
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
次
の
日
は
初
め

て
飛
行
機
に
乗
り
、
す
ご
い
と
い
う
言
葉
し
か
出
な

か
っ
た
。
日
本
時
間
が
気
に
な
り
始
め
ま
し
た
。
テ

ル
フ
ォ
ー
ド
に
つ
く
と
、
高
橋
夫
妻
が
迎
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

テ
ル
フ
ォ
ー
ド
日
本
人
補
習
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

高
橋
校
長
先
生
講
話
で
は
、
日
本
人
補
習
校
の
現
状

や
、
何
を
勉
強
し
て
い
る
の
か
な
ど
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
近
年
、
国
際
結
婚
が
増
加
し
、
国
際
結
婚

夫
婦
の
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
勉
強
し
て
い
る
内
容

は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
補
習
校
は
土
曜
日
の
み
な
の

で
時
間
が
足
り
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
、
工
夫
し
宿

題
で
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
少
な
く
な
い
そ
う
で

す
。
現
地
生
徒
と
の
交
流
会
で
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
学

校
の
こ
と
や
日
本
と
の
違
い
な
ど
を
説
明
し
て
も

ら
っ
た
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
初
め

て
行
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
量
は
多
い
け
ど
と
て

も
美
味
し
い
料
理
で
し
た
。

　

世
界
遺
産
の
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
二
百
年
も

前
の
人
が
初
め
て
鉄
で
つ
く
っ
た
橋
で
と
て
も
趣
が

あ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
も
凝
っ
て
い
て
、
昔
の
技
術
は
今

の
技
術
よ
り
む
し
ろ
発
達
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。
な
に
よ
り
、
朝
は
雪
が
積
も
っ

た
冬
の
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
、
昼
は
雪
が
溶
け
春

の
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
な
っ
た
両
方
を
見
ら
れ
て

と
て
も
運
が
良
か
っ
た
ん
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

街
並
み
を
散
策
す
る
と
き
、
昔
の
古
い
建
物
の
方

　

九
戸
村
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
派
遣
団
が
、
10
日
間
（
２
月
18
日
〜
27
日
）
の
海
外
研
修
を
終
え
帰
国

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
派
遣
事
業
は
、
昨
年
春
か
ら
世
界
的
に
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
に
よ
り
、

例
年
の
派
遣
時
期
と
研
修
場
所
を
変
更
し
、
英
国
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
を
主
な
研
修
地
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
派
遣
受
け
入
れ
校
と
な
っ
た
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
日
本
人
補
習
授
業
校
で
勤
務
し
て
い
る

本
村
伊
保
内
出
身
の
高
橋
（
旧
姓
・
山
下
）
ミ
ヤ
さ
ん
、
ご
主
人
で
、
補
習
校
校
長
の
高
橋
承
造
さ
ん
ご

夫
妻
の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
主
な
滞
在
地
と
な
っ
た
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
、
産
業
革
命
発
祥

の
地
と
も
言
わ
れ
る
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
近
隣
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
産
業
革
命
関
連
施
設
の
見
学

や
現
地
で
活
躍
す
る
日
本
企
業
の
訪
問
、
ま
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
、

現
地
で
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
の
報
告
会
で
発
表
さ
れ
た
５
人
の
派
遣
生
徒
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

が
高
い
と
聞
き
ま
し
た
。
日
本
だ
と
古
く
な
る
と
取

り
壊
し
な
ど
し
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
取
り
壊
し

な
ど
ほ
と
ん
ど
無
い
そ
う
で
す
。
古
い
も
の
も
大
切

に
使
い
続
け
る
こ
と
に
は
不
便
も
あ
る
と
思
う
け
ど
、

そ
れ
で
も
大
切
に
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
約
百
年
前
か
ら
あ
る
建
物
も
あ
り
本
当

に
物
を
大
切
に
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

海
外
で
活
躍
す
る
日
本
企
業
で
は
リ
コ
ー
社
、
マ

キ
タ
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
と
て
も
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
も
ら
い
、
海
外
で
活
躍
す
る
の
は
す
ご
い

こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
故
郷
に
も
行
き
、
昔
の
イ
ギ

リ
ス
人
の
暮
ら
し
も
わ
か
り
、
あ
ま
り
詳
し
く
知
ら

な
か
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
こ
と
に
つ
い
て
も
わ

か
り
ま
し
た
。
や
は
り
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
家
も

子
孫
が
代
々
受
け
継
ぎ
、
大
切
に
使
い
続
け
て
い
た

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

～イングランドでの研修を終えて～

　

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
か
ら
ロ
ン
ド
ン
は
バ
ス
で
行
き
ロ

ン
ド
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
ロ
ン

ド
ン
塔
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
大
き
く
、

本
当
に
細
か
い
つ
く
り
に
な
っ
て
い
て
遠
く
ま
で
鐘

の
音
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
大
英
博
物
館
で
は
、
本
当

に
回
り
き
れ
な
い
け
ど
、
す
ご
い
作
品
や
古
代
の
も

の
ま
で
あ
り
、
い
つ
か
全
部
み
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
海
外
派
遣
で
自
分
は
い
つ
も
の
視
点
か
ら

少
し
違
う
視
点
で
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
言
葉
が
通
じ
ず
大

変
な
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
参

加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

世
界
遺
産
、
ア
イ
ア
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
の
前
で
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いつでも・どこでも・どなたでも

生涯学習だより

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

九
戸
中
学
校
２
年　

大
崎　

晴
菜

　

家
族
と
離
れ
て
八
日
間
の
異
国
の
地
で
の
生
活
に

不
安
と
期
待
を
よ
せ
て
成
田
空
港
か
ら
十
二
時
間
、

イ
ギ
リ
ス
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
訪
れ
た
町
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
で
一
番
に
感

じ
た
こ
と
は
、「
景
色
が
き
れ
い
だ
な
あ
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
住
宅
も
お
店
も
建
物
の
全
て
が
レ
ン
ガ
づ

く
り
で
、
煙
突
が
つ
い
て
い
て
、
ま
る
で
お
も
ち
ゃ

の
シ
ル
バ
ニ
ア
の
お
う
ち
の
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

冬
で
も
緑
が
多
く
、
広
い
草
原
が
遠
く
ま
で
続
い
て

い
る
の
が
の
ど
か
で
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　

日
本
と
の
違
い
を
大
き
く
感
じ
た
の
は
食
べ
物
で

し
た
。
ホ
テ
ル
の
朝
食
で
は
、
八
日
間
ほ
と
ん
ど
同

じ
も
の
し
か
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
く
飽
き
な
い

な
ぁ
と
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
昼
食
・
夕
食
は
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
量
が
多
く
、
食
べ
き
る
の
は
大
変
で

し
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
料
理
は
あ
ま
り
お
い
し
く

な
い
と
聞
い
て
い
た
け
れ
ど
、
思
っ
て
い
た
よ
り
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
補
習
校
の
子
か

ら
教
え
て
も
ら
っ
た
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ン
ド
チ
ッ
プ

ス
」
は
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
料
理
で
、
実
際
に
食
べ
て

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
町
を
歩
い
た
り
、

電
車
に
乗
っ
た
り
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
他
の
国
か

ら
来
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
中

国
の
人
は
観
光
で
訪
れ
て
い
る
人
が
多
く
、
イ
ス
ラ

エ
ル
系
の
人
は
働
い
て
い
て
移
民
の
人
が
た
く
さ
ん

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
ん
な
国
か

ら
人
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
人
種
差
別
も
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
最
後
に
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル

の
朝
食
の
時
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ジ
ア
系
の
人
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
に
分
け
ら
れ
て
、
そ
ん
な
こ
と

も
あ
る
の
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

日
本
と
の
違
い
へ
の
驚
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
イ

ギ
リ
ス
の
中
で
も
日
本
を
感
じ
る
部
分
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
街
の
中
で
は
日
本
語
で
書
か
れ
た
看

板
も
あ
り
ま
し
た
。
回
転
ず
し
の
店
や
雑
貨
屋
さ
ん

の
「
無
印
良
品
」
を
見
つ
け
る
と
、
う
れ
し
く
て
つ

い
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
で

活
躍
す
る
企
業
と
し
て
「
リ
コ
ー
」
さ
ん
と
「
マ
キ
タ
」

さ
ん
の
工
場
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
海
外

で
も
日
本
の
技
術
は
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
と
知
り

う
れ
し
か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
日
本
が
世
界

に
進
出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
道
に
ガ
ム
が
た
く
さ
ん
落

ち
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
都
会
に
行
く
ほ
ど
数

が
多
く
な
っ
て
、
踏
ま
な
い
よ
う
に
歩
こ
う
と
思
う

の
で
す
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
程
で

し
た
。
周
り
の
人
は
全
く
気
に
し
な
い
で
歩
い
て
い

た
の
で
本
当
に
び
っ
く
り
し
て
、
マ
ナ
ー
の
違
い
を

感
じ
ま
し
た
。

　

ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ボ
ン
で
は
、

イ
ギ
リ
ス
人
は
す
ご
い
な
あ
と
思
う
場
合
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
奥
さ
ん
の
実

家
な
の
で
す
が
、
当
時
使
用
し
て
い
た
椅
子
な
ど
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
て
先
祖
代
々
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
あ
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
人
は
家
具
や
家
な

ど
を
大
切
に
し
て
い
て
、
物
を
大
事
に
長
く
使
う
文

化
が
あ
り
、
日
本
に
は
な
い
こ
と
な
の
で
見
習
い
た

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
の
八
日
間
は
、
見
る
も
の
全
て
が
新

海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

伊
保
内
高
校
２
年　

笹
木　

健
勇

　

一
日
目
、
二
戸
駅
か
ら
成
田
空
港
ま
で
行
き
ま
し

た
。
そ
の
日
は
近
く
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
明
日
か

ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
と
期
待
が
半
々
と
い
う

感
じ
で
し
た
。

鮮
で
二
十
四
時
間
体
験
学
習
の
日
々
で
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
の
生
活
文
化
や
歴
史
、
環
境
な
ど
い
ろ
ん
な
こ

と
が
学
べ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
本
当
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
時
差
で
眠
か
っ
た
り
、
慣

れ
な
い
ホ
テ
ル
で
の
生
活
や
食
べ
物
な
ど
の
日
本
と

の
違
い
は
大
変
で
し
た
。
日
本
に
帰
っ
て
き
て
本
当

に
ほ
っ
と
し
た
し
、
母
国
の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
海
外
派
遣
の
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

ず
っ
と
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
日
目
、
成
田
空
港
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
ま
で
飛
行
機
で
10
時
間
。
10
時
間
も
連
続

し
て
乗
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
な
ん
だ
か
楽

し
か
っ
た
で
す
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
乗
り
継
い

で
イ
ギ
リ
ス
、
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
へ
。
高
橋
ご
夫
妻
と

お
会
い
し
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
や
さ
し
そ
う
な
方
で

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
弁
当
も
い
た
だ
い
て
、
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
、
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
補
習
校
へ
行
き
、
高
校

生
と
交
流
を
し
ま
し
た
。
普
段
は
現
地
の
高
校
へ
行

き
、
英
語
で
授
業
を
受
け
て
い
る
そ
う
だ
。
英
語
で

授
業
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
積
極
的
に
話
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

現
地
で
の
生
活
の
事
や
学
校
の
事
、
た
く
さ
ん
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
九
戸
村
も
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま

し
た
。

　

四
日
目
、
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
見
ま
し
た
。
初

め
て
鉄
で
作
ら
れ
た
橋
。
二
百
年
前
に
作
ら
れ
た
物

ダーウィンの故郷、シュルーズベリーで

リコーＵＫ社での研修

1005866_P18_21.indd   19 2010/03/25   19:06:54



20

た
く
さ
ん
の
思
い
出

伊
保
内
高
校
２
年　

笹
川　

美
紀

　

私
は
こ
の
海
外
派
遣
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
10
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で

し
た
が
、
私
は
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
海
外
派
遣
を
終
え

て
今
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
度
は
家
族
と
行
き
た

い
な
ぁ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
一
番
最
初
に
感
動
し
た
こ
と
は
、
テ
ル
フ
ォ
ー

ド
の
町
の
風
景
で
す
。
移
動
中
の
バ
ス
か
ら
見
た
風

景
は
、
レ
ン
ガ
の
家
や
す
ご
く
広
い
草
原
、
放
牧
さ

れ
て
い
る
馬
や
羊
た
ち
が
沢
山
い
て
、
と
て
も
綺
麗

な
風
景
で
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
風
景
は
今
で
も
忘

れ
て
い
な
い
く
ら
い
、
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
が
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
に
つ
い
て
最
初
に
訪
問
し

た
と
こ
ろ
は
、
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
日
本
人
補
習
校
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
生
徒
が
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
学
年
ご
と

に
分
か
れ
て
授
業
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
私
達

は
、
昼
休
み
の
時
間
を
借
り
て
岩
手
県
の
九
戸
村

が
今
も
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
感
動

し
ま
し
た
。
ま
た
、
橋
か
ら
見
る
景
色
は
す
ば
ら
し

か
っ
た
で
す
。
自
分
も
、
古
い
も
の
も
大
切
に
使
っ

て
長
く
使
っ
て
い
く
よ
う
な
精
神
が
必
要
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

五
日
目
は
企
業
訪
問
で
し
た
。
リ
コ
ー
さ
ん
と
マ

キ
タ
さ
ん
へ
行
き
ま
し
た
。
リ
コ
ー
で
は
千
二
百
万

円
の
コ
ピ
ー
機
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
に
高
い
コ
ピ
ー
機
が
あ
る
な
ん
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
マ
キ
タ
で
は
、
振
動
の
少
な
い
製
品
が
特

長
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
海
外
に
進
出
し

て
い
る
会
社
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
海
外
で
の
生

活
は
大
変
の
よ
う
で
す
が
、
人
生
の
中
で
一
度
あ
る

か
な
い
か
の
経
験
だ
か
ら
海
外
で
頑
張
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。
私
も
そ
う
思
っ
て
こ
の
事
業
に
参
加

し
た
の
だ
と
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

六
日
目
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
妻
の
実
家
へ
行
き

ま
し
た
。
実
際
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
感
動

し
ま
し
た
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
家
に
も
行
き
ま

し
た
。
生
ま
れ
た
家
が
あ
る
の
は
す
ご
い
と
思
っ
た
。

な
ん
だ
か
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

　

七
日
目
、
ロ
ン
ド
ン
へ
到
着
し
ま
し
た
。
二
階
建

て
の
バ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
建
物

に
は
ロ
ー
マ
の
ド
ー
リ
ア
式
の
建
物
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
海
外
に
き
た
な
あ
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

八
日
目
は
大
英
博
物
館
へ
。
ミ
イ
ラ
や
モ
ア
イ
、

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
、
教
科
書
の
中
の
物
が
そ
こ
に
あ
っ

た
。
感
動
し
ま
し
た
。
歴
史
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
買
い
物
の
時
な
ど
で
店
員
と
会
話
し
た
り
、

ス
ー
パ
ー
で
物
の
場
所
を
聞
い
た
り
し
て
し
っ
か
り

英
語
を
使
う
こ
と
が
出
来
た
の
が
良
か
っ
た
。
自
分

か
ら
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
か
を
丁
寧
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
思
っ
た
以
上
に
沢
山

の
人
が
見
に
来
て
く
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
昼
食
を
食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
、
中
学
・
高
校
生

と
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
高
校
生
ど
う
し
で
は
、
進

路
や
日
常
生
活
の
こ
と
を
話
し
た
り
し
て
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
他
に
、
高
橋
校
長
先
生
と
高

橋
ミ
ヤ
先
生
の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。
ミ
ヤ
先
生
は

伊
保
内
出
身
と
い
う
こ
と
で
昔
の
伊
保
内
の
話
や
自

分
の
体
験
話
を
沢
山
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
達

と
は
初
対
面
な
の
に
す
ご
く
親
切
に
し
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。
昼
食
は
ミ
ヤ
先
生
の
手
作

り
の
お
弁
当
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

世
界
遺
産
で
あ
る
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
予
想
以

上
に
景
色
が
綺
麗
で
驚
き
ま
し
た
。
最
初
は
雪
が
積

も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
晴
れ
て
雪
が
解
け
て

良
か
っ
た
で
す
。
雪
が
積
も
っ
て
い
る
ア
イ
ア
ン
ブ

リ
ッ
ジ
と
、
雪
が
溶
け
た
後
の
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
す
ご
く
綺

麗
で
し
た
。

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
リ
コ
ー
・
イ
ギ
リ
ス
社
に

つ
い
て
で
し
た
。
そ
こ
で
は
、
生
産
品
、
取
引
先
、

社
員
の
人
数
な
ど
を
調
べ
て
き
ま
し
た
。
リ
コ
ー
で

働
い
て
い
る
日
本
人
の
方
々
が
社
内
を
詳
し
く
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
働
い
て
い
る
方
々
は
明
る
く
て

優
し
い
方
々
ば
か
り
で
と
て
も
良
い
雰
囲
気
に
感
じ

ま
し
た
。
国
際
的
規
模
で
活
躍
す
る
日
本
企
業
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

進
路
を
考
え
る
上
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

見
学
学
習
で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
博
物
館
、
石
炭
博

物
館
、エ
ジ
ソ
ン
博
物
館
、シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
家
、

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
城
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
に
も
沢

山
の
見
学
場
所
に
行
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
こ
の
５
ヶ

所
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
海
外
派
遣
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
の
お
か
げ
で
私
は
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
生
活
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

補習校では九戸村をＰＲ

シェイクスピアの生家を見学
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Recommend books
★黄金のロザリオ

鈴木 由紀子  著（幻冬社）

　殺せない、しかし、殺さね
ばならぬ…母に毒殺されそう
になったあげく、弟を誅殺し
た奥羽の覇者、伊達政宗。母、
義姫の陰謀は本当にあったの
か―？　天下取りの野望を秘
め海外への雄飛を夢みた独眼
竜の大勝負。新説伊達物語！

★魚
いお

神
がみ

千早  茜  著（集英社）

　生ぬるい水に囲まれた孤島。
そこには、政府によって造ら
れた大遊廓があった。美しき
捨て子の姉弟、白亜とスケキ
ヨは、互いのみを頼りに生き
てきた。離れ離れの姉弟をは
じめ人々の情念と島の伝説が
織り成す、新感覚幻想小説！

★たろうのおでかけ
村山  桂子  作（福音館書店）

　たろうくんのおでか
けの話です。今日は、
まみちゃんの誕生日プ
レゼントを持ってまみ
ちゃんの家へでかけま
す。でも、ふざけてお

こられ、横断歩道をわたらないでおこられ、たろうくん、
あぶないよ！　新入学、新入園、交通安全のお話と一
緒に読みたい絵本です♪

こられ、横断歩道をわたらないでおこられ、たろうくん、

★ 9.11 のジャスミン
遠藤  明子  著（朝日クリエ）

　夢を追ってニューヨークに渡
り一人暮らしを始めた女性が、
2001年９月11日、ニューヨ
ーク中心部にある巨大高層ビル
に２機の飛行機が突っ込むとい
う歴史を揺るがすテロ事件に遭
遇した。生きることの苦しさ、
辛さを、乗り越えながら生き抜
く喜びを知った。

イ
ギ
リ
ス
で
の
驚
き

伊
保
内
高
校
２
年　

関
口　

友
紀

　

私
は
今
回
の
海
外
派
遣
で
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
に
行

き
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
８
日
間
は
と
て
も
楽
し

く
て
、
驚
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
が

特
に
驚
い
た
こ
と
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
食
べ
物
で
す
。
私
た
ち
は
毎
朝
ホ
テ

ル
で
朝
食
を
と
り
ま
し
た
が
、
お
か
ず
は
し
ょ
っ
ぱ

い
味
付
け
が
多
い
し
、
野
菜
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
目
玉
焼
き
を
作
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
て
私
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
な
ん
と
卵
を

油
の
中
に
割
り
入
れ
て
、
ま
る
で
揚
げ
物
の
よ
う
に

目
玉
焼
き
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
。
毎
日
こ
ん
な
に

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
食
事
を
し
て
い
た
ら
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
高

橋
ご
夫
妻
と
一
緒
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
食
べ
た

時
の
こ
と
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
い
つ
も
初
め
に

ス
ー
プ
を
食
べ
て
そ
の
後
に
メ
イ
ン
が
出
て
き
ま
す
。

私
は
ス
ー
プ
と
ス
ー
プ
に
つ
い
て
き
た
パ
ン
だ
け
で

少
し
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
メ
イ
ン

も
食
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

出
て
き
た
料
理
を
見
て
「
こ
ん
な
の
絶
対
食
べ
き
れ

な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
が
頼
ん
だ
料
理

は
何
か
の
魚
の
フ
ラ
イ
で
し
た
が
、
そ
の
量
と
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
魚
は
分
厚
く
、
２
０
ｃ
ｍ
は
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
大
き
か
っ
た
で
す
。

一
緒
に
付
い
て
き
た
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
日
本
じ
ゃ
想

像
も
で
き
な
い
ほ
ど
お
皿
に
山
盛
り
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
見
た
目
の
多
さ
だ
け
で
私
は
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
結
局
半
分
も
食
べ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

人
た
ち
は
み
ん
な
こ
の
量
を
１
人
で
食
べ
る
と
き
い

て
驚
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
人
達
は
体
が

大
き
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
私
が
驚
い
た
こ
と
は
「
ガ
ム
」
で
す
。
テ
ル

フ
ォ
ー
ド
の
日
本
人
補
習
校
を
訪
問
し
た
と
き
庭
の

あ
ち
こ
ち
に
た
く
さ
ん
の
白
い
斑
点
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
気
づ
か
な
か
っ
た
し
、
あ
ま
り
気
に
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
の
白
い
斑
点
が
す
べ
て
ガ

ム
だ
と
校
長
先
生
か
ら
聞
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
大
量
の
ガ
ム
は
化
石
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

も
う
ガ
ム
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
し

た
。
学
校
の
中
に
も
机
の
裏
に
ガ
ム
が
は
っ
て
あ
っ

た
り
、
机
と
机
の
間
に
ゴ
ミ
が
挟
ま
っ
て
い
た
り
し

ま
し
た
。
学
校
だ
け
で
は
な
く
街
の
道
路
に
も
た
く

さ
ん
ガ
ム
の
白
い
斑
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
と
て
も
綺
麗
な
国
だ
と
思
い

ま
す
。
自
然
は
豊
か
だ
し
、
レ
ン
ガ
造
り
の
家
は
と

て
も
か
わ
い
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
れ
な
の
に
た

く
さ
ん
の
ガ
ム
で
こ
ん
な
に
綺
麗
な
国
を
汚
し
て
い

る
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
だ
っ

た
ら
こ
ん
な
に
ガ
ム
が
捨
て
て
あ
る
の
を
見
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。

　

私
は
海
外
派
遣
で
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
ま
で
日
本
が

一
番
良
い
国
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
海
外

に
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
怖
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

と
て
も
強
か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、
実
際
に
イ
ギ
リ

ス
に
言
っ
て
私
は
日
本
と
同
じ
く
ら
い
イ
ギ
リ
ス
が

良
い
国
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

絶
対
に
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

補習校の授業を見学
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160kcal に相当する食品
（食品の量は大体の目安）

ご飯軽く１杯 100ｇ

ビール１缶強 350ml

大福もち 1個 70ｇ

ウインナー小 3本 50ｇ

柿ピー 30ｇ

160kcal を消費する運動
（体重60㎏の男性の目安）

普通歩行 80分

急ぎ足 50分

体操 45分

サイクリング 45分

階段昇降 35分

国保にはいるとき

転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

生活保護を受けなくなったとき

子どもが生まれたとき

持参するもの

転出証明書

職場の健康保険をやめた証明書

保護廃止決定通知書

保険証、母子健康手帳

国保をやめるとき

転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

生活保護を受けるとき

死亡したとき

持参するもの

保険証

国保と職場、両方の保険証

保険証、保護開始決定通知書

保険証、死亡の証明

組織を消耗し体重は減少しますが、肝心の体脂肪は減ら

ずにむしろ高くなってしまいます。からだの脂肪を減ら
すには、すぐに息が上がってしまうような激しい運動で
は、脂肪は燃焼しないので軽く汗ばむ程度の速歩きをお

すすめします。歩き始めて15～20分くらいの間は主

に糖質がエネルギー源として燃焼しますが20分を過ぎ

ると糖質と脂肪が約半々となり、その後は次第に脂肪の

燃焼する割合が上昇します。食べたら身体を動かすこと

で、余分な脂肪を燃やしましょう。

（臨時栄養士　白梅　愛子）

◎これだけ食べたら、これだけ運動しましょう

食べたら、からだを動かそう
　

　私たちは、体重が増えたぁとか、減ったぁと言っ

てがっかりしたり、喜んだりしていますが体重が多

いことと肥満は別ものです。肥満とは、からだをつ

くっている脳や内臓、骨格、筋肉、脂肪組織、血液

など、組織全体に占める脂肪組織の割合（体脂肪率

という）が正常とされる値よりも高すぎる状態をい

います。目安として大人の体脂肪率は男性で 25％、

女性では 30％を超える場合を肥満としています。

　見かけの肥満：スポーツ選手や仕事などで活動量の多
い人は、特に骨格や筋肉がガッチリしていて体重が多く

ても体脂肪率は正常であることが多いです。一方、日常

の生活で運動不足の人にあっては、細身であっても逆の

状態であったりします。

　また、体重の減少＝体脂肪の減少とは限りません！無
理な食事制限をしていると、体脂肪よりも先に骨や筋肉

国保の届け出は 14 日以内に

　国民健康保険（国保）は、職場の健康保険（健康保険
組合や共済組合など）に加入している方や後期高齢者医
療制度で医療を受ける方、生活保護を受けている方以外
のすべての方が加入する制度です。就職や退職で職場の
健康保険に加入または脱退したとき、国保に加入してい
る人の住所が変わったときなどは、できるだけ早く役場
の窓口で手続きを行ってください。　
■正しい保険証で受診を
　他の市町村へ転出したり、職場の健康保険などに加入

したりしたときは、国保の保険証を返していただくこと

になりますので、ただちに保険証を持参して役場の窓口

で手続きをしてください。

　手続きが遅れ、国保の保険証で診療を受けてしまう方

がいますが、その場合は他の保険との保険料の二重払い

となり、精算や返還に無駄な時間がかかってしまいます。

また、高額医療費の支給も遅れてしまいますし、国保が

負担した医療費を全額返していただくことにもなりかね

ません。

　下記のような異動がしょうじたときは、できるだけ早

めに届け出をして、正しい保険証で受診しましょう。

■保険証は大切に
　保険証は医療を受けるときに使用するだけでなく、身

分証明書ともなる大切なものです。もし紛失したり盗難

にあったりしたときは、すぐに警察や役場の窓口に届け

出てください。

◎みんなの健康　　　　　　　　　　　　     　  問住民生活課保健衛生班　☎ 42-2111 内線 122

◎国保だより　　　　　　　　　　　　     　　   問住民生活課国保住民班　☎ 42-2111 内線 212
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つけましたか？
住宅用火災警報器
早期の設置で、住宅火災から
大切な命・財産を守りましょう！

■新築住宅…平成18年６月１日から
■既存住宅…平成23年６月１日までに

　すべての住宅に火災警報器などの設置が義務づ

けられました。設置場所は寝室と寝室のある階の

階段上部です（わからないときは九戸分署へお問

い合わせください）。

●消防署が直接販売することはありません。近隣

の電気器具販売店、ホームセンター、消防設備機

器販売店などで購入できます。また、義務化に便

乗した悪質な訪問販売には十分注意しましょう。

【２月の火災・救急】（　）内は１月からの累計
　　　　　　　　　　　                        昨年比

◎火事と救急、
　救助は119

問二戸消防署九戸分署　☎ 42-3119

し
ま
し
ょ
う
。

春
の
地
域
安
全
運
動

◆　

運
動
期
間　

４
月
６
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

◆　

運
動
の
重
点

①　

子
ど
も
の
安
全
対
策
の
推
進
…
県
内
で
は
、
依
然
と
し
て

声
か
け
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

②　
「
鍵
か
け
の
実
践
」
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
の
推
進
…
夜

間
や
外
出
時
は
、
必
ず
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

③　

地
域
の
危
険
箇
所
点
検
の
実
施
…
通
学
路
、
公
園
な
ど
の

点
検
を
し
て
、
必
要
な
改
善
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
制
度

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
20
歳
以
上
60
歳

未
満
で
退
職
（
失
業
）
す
る
と
、
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
、
月
額

１
万
５
１
０
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
退
職
（
失
業
）
時
の
特
例
免
除
制
度

　

免
除
申
請
す
る
年
度
や
、
そ
の
前
年
度
に
退
職
（
失

業
）
し
た
人
は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
手
続
き

　

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、
役
場
へ
「
国
民
年
金
保
険

料
免
除
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手

続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
②
認
め
印
③
失
業

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写

し
で
す
。

■
被
扶
養
配
偶
者
の
人

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
被
扶
養

配
偶
者
の
人
は
、
配
偶
者
の
退
職
（
失
業
）
に
よ
っ
て
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被
保
険
者
に
か
わ
り
、

保
険
料
の
納
付
義
務
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
被
扶
養
配
偶

者
だ
っ
た
人
も
、
配
偶
者
の
人
が
退
職
（
失
業
）
時
の

特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、
同
時
に
免
除
申
請
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
４
２-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◆　

運
動
期
間　

４
月
６
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

◆　

運
動
の
重
点

①　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
…
子
ど
も
と
一
緒
に

通
学
（
園
）
路
を
歩
き
な
が
ら
、
危
険
な
場
所
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
安
全
な
通
行
方
法
を
教
え
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
の
交
通
事
故

は
、道
路
横
断
中
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。横
断
前
だ
け
で
な
く
、

横
断
中
も
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

③　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
…
自
転
車
も
車
の
仲
間
で

す
。
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

④　

飲
酒
運
転
の
根
絶
…
飲
酒
運
転
は
、
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま

な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
も
「
飲
酒
運

転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
環
境
を
作
り
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

●　火災　… １件（  １件）＋  １件

●　救急　… 13件（51件）＋17件

【
２
月
の
交
通
事
故
】（　

）
内
は
１
月
か
ら
の
累
計

●　

人
身
事
故　
　
　
　

…　

０
件
（
０
件
）

●　

物
損
事
故　
　
　
　

…　

５
件
（
16
件
）

●　

死
亡
者　
　
　
　
　

…　

０
件
（
０
件
）

●　

負
傷
者　
　
　
　
　

…　

０
件
（
０
件
）

●　

飲
酒
運
転
検
挙
者　

…　

０
件
（
０
件
）

●　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数　

１
５
０
日

◎
国
民
年
金
だ
よ
り　
　
　
　
　
　
　

◎
駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

 

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所　

☎
４
２-

２
２
１
０
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◎ビン…（リサイクル用を分別）透明、茶色、その他、リサイクルしないビンの４種類に分ける
◎空き缶…（リサイクル用を分別）飲料用の空き缶、スプレー缶、カセット式ボンベをひとつにする
◎紙・プラスチック類（リサイクル品のみ）…新聞紙、雑誌、ダンボール、飲料用紙パック、ペット  

ボトル（ と表示）、発泡スチロール（食品トレーなど）の６種類に分ける
※指定日の朝８時30分までに、指定の袋で出しましょう。

収 集 区 域 燃えるごみ ビン・金物 空き缶 粗大ごみ 紙・プラスチック

瀬月内～二ツ家
（毎週水曜日）
７・14・21・28

5 19 13 ８

鹿島～南田
（毎週木曜日）
１・８・15・22

６ 20 14

小倉～細屋
（毎週金曜日）

２・９・16・23・30
12 26 22

家
族
ふ
れ
あ
い
デ
イ
…
折
爪

荘
利
用
者
の
家
族
が
施
設
を

訪
れ
る
、１
年
に
１
度
の「
家

族
ふ
れ
あ
い
デ
イ
」。
利
用

者
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
平
成
会
（
二
戸
市
）
の

歌
や
踊
り
を
家
族
と
共
に
楽

し
み
ま
し
た
。（
３
月
14
日
）

◎多重債務でお困りの方、無料相談会
を利用してみませんか？まずは予約の
お電話を。
■日時　　４月20日（火）
　　　　　午前10時 ～午後３時
■場所　　二戸消費生活センター
■申込み　二戸消費生活センター
　　　　　（☎23-5800）

多重債務者弁護士無料相談会

お詫びと訂正
広報くのへ３月号４ページの「宮

川奈央」さんの字は、正しくは「宮

川菜央」さんでした。お詫びし

て訂正します。

①岩手県在住の20歳以上65歳未満

の人（４月１日現在）

②調査審議する内容に関して十分な

見識を有している人

③年２回、平日に盛岡市において開

催される審議会（会議）に出席でき

る人

■応募方法
⑴提出書類
①応募申込書兼履歴書１通

②作文（テーマ「生涯学習および社

会教育について思うこと」（標題自由）

「800字程度　様式任意」

⑵受付期間
４月１日（木）～４月30日（金）

⑶提出方法
郵送、持参、FAX、電子メール

■申し込み・問い合わせ　
岩手県教育委員会事務局生涯学習文

化課・生涯学習担当

（☎019-629-6176）

ごみ収集日

村のこよみ

休日当番医

９ 金 デイケア（9：30～保健センター）

10 土
くのへパークゴルフ場オープ
ン（予定）

17 土
クリーン九戸行動日
（9:30 ～村内一斉）

18 日
春の大掃除点検、火防点検
（9:00 ～村内一斉）

19 月
胃がん検診
（6:00 ～村内巡回、23 日まで）

20 火
乳児健診
（13:30 ～保健センター）

24 土
「やまびこ」読み聞かせ会
（10:00 ～公民館図書室）

25 日 胃がん検診（6:00～村内巡回）

26 月
ぽっかぽか教室
（9:30 ～保健センター）

29 木
九戸村消防演習
（戸田小学校校庭）

30 金
軽自動車納税期限・
固定資産税第１期納期限

《当番医》診療時間：午前９時～午後５時

4 日
むらかみ医院いたみのクリニック

☎ 48-1500（軽米町）

11 日
よこもり眼科クリニック

☎ 22-2230（二戸市）

18 日
千葉耳鼻咽喉科医院

☎ 23-2009（二戸市）

25 日
小野寺クリニック

☎ 46-2822（軽米町）

29 木
おりそ内科循環器クリニック

☎ 22-2251（二戸市）

《当番歯科医》診療時間：午前９時～正午

4 日
三澤歯科医院

☎ 23-2445（二戸市）

11 日
小野寺歯科医院

☎ 33-3050（一戸町）

18 日
ムカイダ歯科クリニック

☎ 46-4636（軽米町）

25 日
渡辺歯科医院

☎ 23-2052（二戸市）

29 木
森川歯科医院

☎ 23-6361（二戸市）

当番医
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25 広報くのへ（2010年４月号）

合わせください。

■商品券交付額
①対象工事経費の10％以内で、10

万円を限度とします。

②商品券の交付は一度に限ります。

③村内で使用できる商品券を発行し

ます。

《住宅建設助成事業商品券最高10万円》
　村内の建設工事事業者によって行

う場合に要した経費に対し、予算の

範囲内において商品券を交付します。

■対象者・対象住宅
①村内の事業者によって建設する個

人住宅であること。

②村税その他村に対する債務を滞納

していないこと。

③その他の補助金などを受けていな

い住宅の部分。

④年度内に着工し完成すること。

■商品券交付額
①10万円

②村内で使用できる商品券を助成し

ます。

■申し込み期限　９月30日（木）
■申し込み　
役場農林建設課地域整備班

（☎42-2111内線283）

地震にそなえて
わが家の診断を

　村では、木造住宅の地震に対する

安全性を確認し、震災に強いまちづ

くりを目的に、耐震診断士を派遣し、

耐震診断を行う木造住宅耐震診断支

援事業を実施します。

■費用　建物所有者負担金　3,000円
　　　　（耐震診断費用　30,000円）

スナップくのへ♪

住宅リフォーム助成
商品券最高１０万円

　村では村民の住環境の向上および

村内の商工業の活性化を図ることを

目的に、住宅のリフォーム事業を村

内の事業者によって行う場合に要し

た経費に対し、予算の範囲内におい

て商品券を交付します。

■対象者・対象住宅
①村内の事業者によって施行される

工事であること。

②村内に住所を有すること。

③村税その他村に対する債務を滞納

していないこと。

④その他の補助金などを受けていな

い住宅の部分。

⑤過去にこの助成を受けたことがな

いこと。

⑥床面積の２分の１以上を有し、か

つ、自己または自己と生計を一つに

する親族が床面積の２分の１以内を

居住の用に供している村内に存する

個人所有の住宅とする。

※着工前に申請が必要です。

■対象工事
①対象住宅のうち交付対象者が所有

し、かつ、居住する部分の工事であ

ること。

②申請のあった年度内に着工し、か

つ、当該年度内に完成する工事であ

ること。

③対象工事経費が30万円以上のもの

（他の助成などを受けている場合はそ

の部分を控除します）。

《商品券交付対象外の工事》
外構、植栽工事など、一部対象外の

工事がありますので詳しくはお問い

■助成対象　
　村内の木造住宅で次の要件を満た

す建物が対象となります。

・昭和56年５月31日以前に着工さ

れた在来軸組工法（軸組工法・伝統

的工法）

・平屋建てまたは、２階建ての戸建て

住宅

・昭和56年以降に増築など（10㎡

以上）を行った場合は対象外となり

ます。

■募集件数　３件（先着順）
■受付期間　
５月６日（木）～11月30日（火）

《耐震改修への補助》
耐震診断の結果、総合評価が1.0未

満の住宅で耐震性を向上させるため

の補強工事を行う場合、補強費用の

一部として60万円を上限として補助

します。

■申し込み
役場農林建設課地域整備班

（☎42-2111内線283）

県生涯学習審議会委員
兼社会教育委員を公募
　岩手県生涯学習審議会委員および

岩手県社会教育委員の一部を、公募

します。生涯学習審議会委員および

社会教育委員は兼務となります。

■募集人員　１人
■任期　委嘱の日から２年間
■報酬など　
会議に出席した際、岩手県の規定に

より報酬および旅費を支給

■応募資格
次のすべてに該当する人。

お知らせ
KUNOHE

INFORMATION
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広
報
く
の
へ
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年４
月
号
　N
o. 625

●
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村
　
〠
028-6502　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
10 -11 -６

　☎
0195（

42）
2111　Ｆ

Ａ
Ｘ
0195（

42）
3120　

●
編
集
／
総
務
企
画
課

平成 22 年度　第１回　九戸村の歴史を学ぶ

九戸眞樹さん　特別講演会「九戸家に伝わる話」

■日　時　４月 18日（日）午後１時 30分から
■場　所　ＨＯＺホール
■入場料　無料　※会場および資料準備の都合により、事前に 
　　　　　お申し込みをお願いします。

■主　催　九戸村教育委員会
■問い合わせ先　九戸村教育委員会（☎ 42-2111 内線 304）

人の動き
 （平成22年３月１日現在）

●人　口　　６，７２４　人（－　９）
　　男　　　３，２６８　人（－　５）
　　女　　　３，４５６　人（－　４）
●世帯数　　２，１８０世帯（＋　１）
　　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　　３　人　（　　９人）
　転　出　　　　９　人　（　２０人）
　出　生　　　　４　人　（　　５人）
　死　亡　　　　７　人　（　２１人）

　（カッコ内は１月からの累計）

編集室から
◆気づけば花の芽が顔を出していて、
春だなーと実感しています。新しい生
活がスタートする人は、どきどき・わ
くわくする季節ですね◆初めて一眼レ
フカメラを持って、九戸中学校の入学
式に行った日からもうすぐ１年。今年
度もどうぞよろしくお願いします＾＾
（尾友）

　昨年の６月に開講し、創作活動・講演会・研修旅

行などの活動を行ってきた生涯学習アカデミーと女

性教室は、２月24日、ＨОＺホールで閉講式を迎

えました。

　閉講式には、受講生65人が参加。式中に行われ

た記念講演では、二戸地方振興局の下斗米淳子さん

が「悪質商法の手口とその対処法について」の演題

で講演を行いました。

　下斗米さんは、高齢者が騙されやすい悪質商法の

手口と予防法を紹介。また、消費者トラブルに遭う

危険度がわかる「だまされやすさ心理チェック」を

行うなど、参加者の防犯意識を高めました。

◎写真…二戸地方振興局の下斗米淳子さんによる記念講演。

「悪質商法」にだまされないで
生涯学習アカデミー・女性教室閉講式

し
る
ば
ー
・
し
ー
と
264

Cert no. CU-COC-808041

広報くのへは環境に配慮して、大豆油インキと
FSC認証紙を使用しています。
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